
《本年度の重点目標》
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◇「あいさつ日本一」を目指し、既存のあいさつ運動
を継続することに加え、小中連携した取組を実施す
る。
◇家庭・地域・関係機関との積極的な情報交換によ
り、綿密な連携を図る。

○部活動生徒が中心となって、毎朝あいさつ運動を行う。
○毎月１０日、２０日、３０日を「笑顔かがやくあいさつデー」とし、校区２小学校の児童、各校のＰＴＡの
方々とともに児童生徒の登校時間にあいさつ運動を行う。
○学校開放週間や学校行事における学校開放及び学校だより・学校ホームページ等による情報発
信を積極的に行う。
○地域行事や体験学習等により地域との交流を深める。
○生徒会活動や部活動における地域での自主的奉仕活動の取組を行う。

○校舎内外を問わず、あいさつをする生徒が増え、来校者へのあいさつも積極的に行うことができた。また、自主的にあいさつ運動に参加する生徒が増えた。
◆自主的に元気なあいさつができるように生徒会活動等との連携を検討していく。
○「笑顔かがやくあいさつデー」は、確実に実践することができた。ＰＴＡ・生徒会・部活動生徒等が、正門で元気よくあいさつをすることができた。
◆「笑顔かがやくあいさつデー」は、小中一斉に実施しているが、相互の取組の様子が分かりづらいため、実感できる小中合同の取組を検討する。
○ＩＣＴサポーターの協力を得て、定期的にＨＰの更新ができた。また、毎月の学校通信により、学校の様子等を伝えることができた。
○部活動生徒が、成果発表の場として校区の行事に参加した。地域の方々に生徒が頑張る姿を見てもらう絶好の機会となった。
○生徒が、地域の保育所等での体験学習を行った。生徒にとって貴重な学びの場となるだけでなく、地域との交流を深める機会となった。

【授業改善】
◇＜生徒質問紙（１０）＞「将来の夢や目標を持っていま
すか。」について、肯定的な回答をした生徒の割合[７５％
以上]

○道徳の時間に内容項目「希望と勇気、克己と強い意志」に関する教材を学期に２回重点的に取り
組み、夢を持つことの大切さや目標を達成する素晴らしさを教えていく。総合的な学習の時間に１年
生「職業調べ」、２年生「高校調べ」、３年生「進路学習」を系統立てて行い、３年間見通しを持って全教
員で夢や目標を持つことの大切さを指導していく。
○日頃から、教師が将来の夢や目標について話をしていくことで、生徒が将来の夢や目標を持てるよ
う指導していく。

○生徒質問紙（１０）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、学期末アンケートでは目標を達成することができた。
◆全教職員が、日頃の学校生活において夢や目標をもつことの大切さを生徒に話をしていく。また、各教科で成就感や達成感を持たせられるような授業づくりを行う。さらに、道徳の授業では、生徒の
実態に合わせて少人数指導やTT指導を行い、内容項目「希望と勇気、克己と強い意志」に重点を置く。

【授業改善】
◇＜生徒質問紙（１）＞「自分には、よいところがあ
ると思いますか。」について、肯定的な回答をした生
徒の割合[７５％以上]

○北九州市子どもつながりプログラムを活用した授業を行い、対人スキルアップを図る。
○生徒の学習意欲や自尊感情、向上心などを伸ばすために、生徒が日頃から取り組んでいることに対して、教師が積極的
にほめる取組を行う。
○スクールカウンセラーを活用し、１学期は友人関係の築きや自己抑制力に関すること、２・３学期は自己理解・自己肯定感
を高める学習を各学年３回行う。
○道徳の時間に同和問題やＬＧＢＴ等に関する教材を入れ、重点的に取り組む。また、生徒が振り返りを行うことで、成長を
感じたり、これからの課題や目標を考えるたりすることができるように工夫をし、全教職員が生徒と寄り添いながら、進めて
いく。
○自尊感情や自己有容感を高めるために、行事や学級活動を通じて、生徒相互がお互いを認め合い、生徒の主体的な活
動の場を増やす。

○生徒質問紙（１）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、徐々に到達目標に迫ってきている。
◆全教職員が、ポジティブ発言をしていくことで、生徒の学習意欲や自尊感情、向上心などを伸ばしていく。そのために、心の育ち推進部が、生徒の言葉をポジティブに変えていく研修を行い、全教職
員で実践する。
◆スクールカウンセラーによる対人スキルアップ学習や「北九州子どもつながりプログラム」を活用した学習を年間計画に位置付け、系統立てて実施し、生徒の自己理解・自己肯定感を高めていく。
◆本年度は、全教職員が「人に嫌がることは言わない」「人にちょっかいを出さない」をテーマに授業の始めに話をしたり、人権教育担当者がポスター「人権教育担当よりみなさんへ」を全学年廊下に
掲示したりすることで、自分も他の人も大切にする生徒の育成を図ってきた。次年度は、本年度の取組に生徒会をタイアップさせ、全教職員・全生徒の取組として行っていく。

い
じ
め
問
題
解
決
に

関
す
る
こ
と

◇いじめの未然防止、潜在化するいじめの早期発
見・早期対応に努め、いじめゼロを目指す。
◇生徒個々の教育支援を要する生徒の教育ニーズ
に応えるため、実態を的確に把握し、校内支援体制
の整備、関係機関や家庭と連携する。

○生徒アンケートを学期に一度実施し、実態の把握に努める。
○「登校する生徒を笑顔で迎え、下校する生徒を笑顔で送る」ことを実践する。
○いじめ等の早期発見、早期対応のために、定例の教育相談に加え、気になる生徒への随時相談を実施す
る。
○スクールカウンセラーと担任及び学年職員との連携を図り、組織的に対応する。
○必要に応じてスクールソーシャルワーカーとの連携を図りながら、効果的な対応を検討し、生徒・保護者の支
援を行う。
○生徒指導委員会、特別支援教育委員会で特別な支援を要する生徒についての情報交換を行い、必要に応じ
て職員会議等で共通理解を図り、適切な対応、支援ができるようにする。

○生徒アンケートは計画通りに実施し、アンケートで得た実態を教育相談に生かすことができた。また、生徒指導委員会や学年会議で情報を共有し、ベクトルをそろえることができた。
○毎朝のあいさつ運動により、生徒を笑顔で迎え入れることは実践できた。また、登校してくる生徒の表情や様子が把握でき、いじめの早期発見・早期対応につなげることができた。
◆専任生徒指導主事を中心に、各学年が連携し、「笑顔で送り出す下校指導」を行ってきた。次年度も継続して取り組んでいく。
○スクールカウンセラーと学級担任、学年職員が情報交換や対応方法について連携協議し、効果的な生徒対応へつなぐことができた。
○各教科担任が、共通理解に基づく授業の工夫や支援を実践し、生徒は徐々に落ち着いた生活ができるようになった。

○生徒質問紙（１４）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、学期末アンケートでは目標を達成することができた。
◆各教科担当が、北九州学力定着サポートシステムを活用して、生徒の実態に応じた家庭学習の課題を準備する。
◆家庭学習推進部が、生徒に自主学習のポイントを提示し、生徒が自主学習ノート「富野ノート」をより継続して取り組めるようにする。

【授業改善】
◇＜生徒質問紙（１９）＞「体育の授業は楽しいです
か。」について、肯定的な回答をした生徒の割合「[８
５％以上]

○北九州市体力向上プログラムを活用したジャンプアップ運動として、学習する競技や種目に応じた
補強運動や柔軟体操を行い、体力アップ、興味関心の向上を図る。
○1校1取組として、年間を通してなわとび運動（音楽に合わせて、なわとび級の認定）を行う。なわと
びが苦手な生徒には跳運動の補強としてトランポリンを活用することで挑戦意欲を高めるとともに、筋
力と持久力アップを図る。
○ヘリソンモデルを活用した授業規律改善を行い、生徒が主体的に授業規律を守ることを相互評価
していく。

○生徒質問紙（１９）については、昨年度よりも肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、到達目標に迫ることができた。
◆次年度も、「ヘリソンモデル」を活用した授業規律改善を継続して行っていく。そして、北九州市体力向上プログラムを活用し、学習する競技や種目につながる補強運動や柔軟体操に取り組ませ、楽
しく効果的な体づくりを行うとともに、生徒の「できるようになりたい」「うまくなりたい」という気持ちを高めていく。また、実技小テストの結果をもとに、競技や種目に応じたグルーピングを行い、生徒同士
の「教え合い活動」を行っていく。

【家庭での運動について】
◇＜生徒質問紙（１４）＞「家の人から運動やスポーツを
積極的に行うことをすすめられることがある。」について、
肯定的な回答をした生徒の割合[５０％以上]
【運動習慣】
◇＜生徒質問紙（６）＞「学校の体育の授業時間以外で
も運動やスポーツを行っている。（※６０分以上行う割
合）」について、肯定的な回答をした生徒の割合[７０％以
上]

○運動部の加入率を上げるため、対面式での部活動紹介や新入生の保護者への啓発活動を入学
式後の学活のときに１年担任で行う。
○家庭での運動やスポーツの推進を促すために、学期に１回、保護者会の時に「家庭への協力とお
願い」として啓発活動を各担任が行う。
○体育科が「基礎トレーニングメニュー」を作成し、長期休業中に課題を課し、取り組ませる。また、そ
の記録回数を集計し、校内掲示や表彰を行うことによって達成感を持たせる。

○生徒質問紙（１４）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、目標を達成することができた。
◆体力向上推進部が、保健体育科通信の発行や長期休業期間中の課題を出し、家庭での運動に対する意識を高めていく。
○生徒質問紙（６）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、目標を達成することができた。
◆全教職員が、生徒に積極的に声をかけ、部活動の加入率を上げていく。また、体力向上推進部が、長期休業期間中に楽しく効果的なトレーニングメニューを取り組ませ、家庭での運動習慣を図って
いく。

【家庭学習】
◇＜生徒質問紙（１４）＞「学校の授業時間以外に、普段
（月曜日～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強し
ますか。」について、１日当たりの勉強時間が１時間以上
の生徒の割合[５０％以上]

○生徒が富野ノート担当者の用意した１日1ページ自主学習ノート「富野ノート」の取組を毎日行い、
授業時間以外での学習の習慣化を図る。また、学力定着サポートシステムの基礎・基本問題を活用
した課題を課すことで、より課題に取り組みやすくする。
○家庭学習の充実を図るため、保護者会や家庭訪問時に、「家庭学習への協力のお願い」として啓
発活動を各担任が行う。
○家庭で学習時間を確保できない生徒に対しては、富野タイムや放課後等の時間を使って補充学習
を行うことで授業時間以外の勉強時間を確保する。

【授業改善】
◇＜生徒質問紙（５７）＞「授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく
行っていたと思いますか。」について、肯定的な回答をした生徒の割合[７０％
以上]
◇＜生徒質問紙（６２）＞「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行って
いたと思いますか。」について、肯定的な回答をした生徒の割合[７０％以上]
◇＜生徒質問紙（１５）＞「学校の授業時間以外に、普段、１日あたりどれくら
いの時間、読書をしますか。」について、否定的な回答をした生徒の割合[３
０％未満]（否定的な回答とは、１日当たりの読書時間が１０分未満の生徒の
割合）
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○授業構想シートを活用し、「めあて」「まとめ」の整合性を図るとともに、学習の最後に「振り返り」を確実に行う
ようにする。また、「めあて」「まとめ」「話し合い活動」「振り返り」を確実に生徒が認識できるよう、授業の流れや
今何をしているのかを視覚的に捉えられる「授業の流れボード」を全授業で提示する。
○一単位時間の授業の中で思考を深める活動の際には、４人組による「話し合う活動」を全職員で取り組む。
○学期に１回、全教員が授業構想シートを持ち寄り、それを基にした研修を行い、授業改善を図る。また、代表
者授業などの授業研究においては、授業参観シートを活用し、参観の視点を焦点化した協議を行う。
○「学期に一冊読破」を目標に、各学年・学級で朝読書の活動に取り組む。また、朝読書担当者と学習委員会
が連携し、学級文庫の充実と生徒が一冊でも多く本を読めるような取組を行う。

○生徒質問紙（５７）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、学期末アンケートでは目標を達成することができた。
◆学力体力向上推進担当者が、授業構想シートを活用しながら、「話し合い活動」の質の向上に重点を置いた授業研修を行う。
○生徒質問紙（６２）については、目標を達成することができた。全教員が「振り返りの三視点」を活用することで「振り返り活動」のベクトルをそろえることができている。
◆学力体力向上推進担当者が、生徒の「振り返り」の評価基準を作成し、各教科の評価に組み込むことで、ベクトルをそろえていく。
○生徒質問紙（１５）については、目標を達成できた。
◆各学年の授業力向上推進部が、生徒会学習委員と連携し、生徒が読んだ累計ページを競う「朝読書コンクール」を実施し、朝読書の活性化を図る。また、全教員が、「よい学び方」ハンドブックを適
宜活用し、読書の必要性を生徒に伝えていく。

【補充学習】
◇＜生徒質問紙（３９）＞「先生は、授業やテストで間違
えたところや、理解していないところについて、分かるま
で教えてくれますか。」について、肯定的な回答をした生
徒の割合[７５％以上]

○毎日、放課後２０分間の補充学習の時間「富野タイム」を継続実施する。全教員が各教室に入り、基礎・基本
的な問題について指導する。
○富野タイム担当者と学習委員会とが連携し、学期に１度、学習してきた内容をテストする「富野タイムコンテス
ト」を実施する。
○学力定着サポートシステムを活用し、生徒の学習定着度を測る。そして、富野タイム担当者は、生徒の実態
に応じて適宜学習する課題を検討・準備する。
○試験前１週間は、「放課後質問教室」を全教員で行い、勉強が分からないと訴える生徒のニーズに対応す
る。

○生徒質問紙（３９）については、肯定的な回答をした生徒の割合が増加し、学期末アンケートでは目標を達成することができた。
◆授業力向上推進部が、４月に北九州学力定着サポートシステムの年間活用計画を作成し、その計画に沿って、生徒の実態に合わせた「基礎」「標準」「発展」問題の学習プリントを適宜準備する。
◆授業力向上推進部が、放課後質問教室の期間や教科、指導時間などについて検討し、生徒の質問にきめ細かく対応していく。

取組 評価項目 評価項目についての重点的取組 ○成果と◆次年度の改善点

《重点目標２》

《重点目標３》

活気に溢れ、生徒一人一人が生き生きと明るく、「安全で安心」な学校づくりを推進する

家庭及び地域社会に「開かれた学校」、保護者、地域から愛され、信頼される学校づくりを推進する

《重点目標１》 「知・徳・体」の調和のとれた健全な生徒の育成を推進する

平成３０年度　北九州市立 富野中 学校・園　　学校評価報告書（自己評価）　

学校教育目標 「勉学・健康・自律・礼儀・奉仕」の精神のもとに「知・徳・体」の調和のとれた健全な生徒の育成を目指す
◆記入にあたっての留意事項 

  ○ 取組については，各学校の重点目標達成のための方策に応じて設定すること。 

  ○ 「取組」「評価項目」「評価項目についての重点的取組」を設定する際には，次の６点をいずれかに必ず位置づけること。 

   ①学力向上に関する取組     ②体力向上に関する取組      ③心の育ちに関する取組 

   ④いじめ問題解決に関すること  ⑤特別支援教育推進に関すること  ⑥あいさつ日本一に関すること 

  ○ 小・中学校においては，①学力向上に関する取組，②体力向上に関する取組，③心の育ちに関する取組の部分の記述について，スクール 

   プランと整合性を取ること。  

  ○評価の例  Ａ…目標を十分に達成できた  Ｂ…目標をほぼ達成できた  Ｃ…あと少しで目標が達成できた  Ｄ…目標達成までいかなかった  


